
 
 チャレンジャー通信【2013．５．25】 
―防災頭巾寄贈式～コドモ防災クラブの活動紹介― 

根知小発！ジオパークの大自然と向き合う地域防災教育 2013 

（※よめないじは、おうちのひとからおしえてもらってネ） 

１．地域から学校へ防災頭巾が寄贈されました！ 

５月１０日に今年度入学した児童２名に手作り防災頭巾が地域の方か

ら贈られました。公民館を主体とし、地域の方々が、ボランティアで防災

頭巾を手作りされたものです。２年前にはじめて防災教育チャレンジプラ

ンに取り組んだ折に、当時の全校児童（次年度入学児童分を含む）と教員

の分の防災頭巾を一気に寄贈していただき、今回は２回目となります。 

地域の皆様に見守られながら教育活動が行われていることを改めて感

じました。「自分の命は自分で守る！子どもは地域の宝！自分たちの地域

は自分たちで守る！」 

２．第１回避難訓練（火災想定）・職員防災研修会が行われました。 

今年度はじめての避難訓練は、授業中に火災報知機のベルが鳴り・・・避難するものでした。１０日の非

常サイレンの日に、火災報知機の警報ベルの音を事前に確認し、当日を迎える手はずでした。が・・・想定

外がつきもので、うまく警報ベルの音を児童へ周知することができませんでした。それでも当日は、児童は

早速いただいた防災頭巾を身につけ、落ち着いて行動し（７つのルールを守る）※１、消防署員の方からお褒

めのことばをいただきました。 

放課後は、職員研修で避難訓練の反省をし、複合受信機と緊急放送機器の操作方法を確認しました。 

さらに、６月１５日の防災研修会（保護者・地域住民対象）に向けて、当日使用するクロスロード（防災

ゲーム）※２を試しに行い、災害発生時や防災にかかわるジレンマへの対応について考えました。 

次は、学校から地域へ！ＧＯ 

 

※１：７つのルール 

発生時…①非常サイレン・チャイムが鳴ったら活動を止める ②放送をよく聞く ③危険を回避する 

避難時…④おさない ⑤はしらない（校舎内） ⑥しゃべらない ⑦もどらない （お・は・し・も） 

※２：クロスロード 

災害対応を自らの問題として考え、またさまざまな意見や価値観を参加者同士で共有することを目

的としています。 

「クロスロード」とは、英語で「岐路」「分かれ道」を意味しています。災害が起きる前のそなえ、ま

た起こってからの対応には多くのジレンマを伴う重大な決断が含まれています。 

• まずゲーム参加者一人一人が多くの人がどう判断するかを考え、判断の結果

を YES/NO のカードで提示します。他者の決定を推測するという作業を通

して、他者の意見を広く考えようとするだけでなく、自分の考えを深めるこ

とができる。  

• 災害に対して単一の正解を求めるのではなく、「それぞれの災害対応の場面

で、誰もが誠実に考え対応すること、またそのためには災害が起こる前から

考えておくことが重要であること」を気づくことができることをねらってい

ます。  

• 必ずしも「正解」があるとはかぎらない。過去の事例が「正解」として語ら

れたとしても。常にそれが正しいとは限らない。「教訓があだになる」ことも

ある。  
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３．コドモ防災クラブ第１回活動予定！ 

先月号で紹介しましたコドモ防災クラブは、その目標を「めざせ！ぼうさい甲子園グランプリヽ(^。^)ノ」

としています。 

活動の１回目は、救命救急（ＡＥＤ・運搬法を含む）法について、消防署員の講習を受けます。そして、 

 

上記のように学校敷地内に設置されている防災無線の使い方の講

習を受け、実際に試験放送を行ってみます。ご迷惑をかけますが、

使用方法を理解し、いざというときのために備えたいと考え

ていますので、御協力をお願いいたします。 

２回目以降の内容は、サバイバル術の講習や地域の防災マップ

の作成、テーマソングの作成等、クラブ員の「やりたい！やって

みたい！」の気持ちを活かした内容にしていきたいと考えていま

す。 

４．防災研修会・第１回地域防災懇談会を６月１５日(土)に開催します！ 

休日授業参観日に以下のような内容で、防災研修会及び第１回地域防災懇談会を開催します。保護者、防

災会役員に限らず関心のある方は、ぜひご一緒に防災について考えましょう。 

 

参観授業 １３：４０～１４：２５   

防災研修会 １４：３５～１５：３５  

  内 容：「クロスロード」※を用い，災害へのそなえや災害後に起きるさまざまな問題を自らの問

題として考える。 

      ※１９９５年の阪神淡路大震災で被災された方や，市の職員として活動した方々の聞き

取り調査に基づき開発された防災カードゲームです。被災後に遭遇するさまざまな葛藤

（ジレンマ）場面で，そのときどうすべきかを考えます。 

  対 象：保護者・地域住民 

地域防災懇談会 １５：４５～       

  内 容：２５年度の防災教育について 

      ・防災キャンプについて 

・避難訓練について 

・防災訓練との連携について 

・今後の地域防災懇談会について  

      対 象：根知防災会役員・ＰＴＡ役員 

※ 地域の方で参加を希望される方は、根知小学校（℡５５８－２１００）教頭へお問い合わせく

ださい。 

 

  重要なお知らせです   

５月２９日（水）根知小学校敷地内にある防災無線の試験放送を実施します！ 

時間：１６：３０頃  

内容：「こちらは根知小学校コドモ防災クラブです。ただ今、防災無線の試験放送を行っています。 

・・・以上で試験放送を終わります。」 


